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農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）

農政局だより

＠ひょうご

農林水産省では、平成２９年度「食料・農業・農村白書」、「食育
白書」、「森林・林業白書」、「水産白書」を公表しました。

～「２９年度 食料・農業・農村白書」など４白書を公表～

企業的経営感覚に富む農業経営モデルの人材養成を！
～「３０年度 ひょうご農業ＭＢＡ塾」が開講～

一般社団法人 兵庫県農業会議・ひょうご就農支援センターは、
６月１日に今年度の「ひょうご農業MBA塾」の開講式を行いました。
この講座は、兵庫県における農業生産力の向上を図るため、農業

経営モデルとして、地域の牽引役となれる企業的経営感覚に富む農
業経営体を育成することを目的とした人材養成塾として、平成２２

年度から開講され、これまでに８８名の修了者を輩出しています。
今年度も、地域で頑張っている２０代から５０代の意欲ある農業者１０名が受講者とし

て迎えられました。
開講式では、日本銀行神戸支店 石井支店長から「最近の金融・世界情勢について」と

題した基調講演があり、受講者の皆さんは真剣な眼差しで臨まれました。
今後は、座学だけでなく、講師や受講者同士の意見交換会、ワークショップ、プレゼン

テーションなど、来年３月までに１６回の講義が実施される予定です。

http://www.maff.go.jp/j/wpaper/index.html詳しくは

※MBAとは、Master of Business Agricultureの頭文字をとったものです。

「次世代を担う若手農業者の姿～農業経営の更なる発展に向けて～」
と題した特集を掲載しています。４９歳以下の若手農業者に焦点を当
て、農林業センサス等の統計データやwebアンケートから見えてきた
経営構造の特徴、農業経営に対する考え方などについて記述していま
す。

特集で、食卓を囲み食事を共にする「共食」に着目し、家族と一緒
に食べる食事の大切さや、食事を一人で食べる「孤食」の問題、地域
等においてみんなで一緒に食べる食事の提供の取組などについて取り上げています。

本年（平成３０（２０１８）年）が、明治元（１８６８）年から満１５０年の節目であ
ることから、政府が推進する「明治１５０年関連施策」に位置付けられる内容（農業では
「我が国の近代化に大きく貢献した養蚕」、林業では「明治１５０年～森林・林業の軌跡
～」など）を各白書の特集・トピックス・コラムに掲載しています。
４白書の内容は、農林水産省ホームページでご覧になれます。



赤穂市で花苗や野菜苗、水稲などを生産・販売されて
いる、有限会社 米口グリーンナーセリーの取締役生産
部長、米口 彰さんにお話を伺いました。

父が経営する花苗や野菜苗の生産・販売を行う会社に、
２１歳の時に入社し、就農しました。
子どもの頃から仕事を見たり、手伝っていたことから、

仕事に対しての不安はなかったものの、父や上司からの技術的な助言等を受けて、３０歳を過
ぎた頃から自分の思うような仕事が出来るようになりました。
現在は生産部門を任され、約１０ｈａの農地に、自社直売店、ホームセンター、市場、種苗

店等から受注生産している約２００万ポットの花苗・野菜苗や、約１，２００万本のたまねぎ
苗・ねぎ苗のほか、水稲、葉ぼたん、さつまいも等の栽培を社員とパートあわせて約３０名で
手掛けています。また、収穫したさつまいもを使い、干し芋の加工にも取り組んでいます。
栽培計画をしっかり立てるため、毎日の気象条件や日常の栽培で気がついたことなどをパソ

コンで整理しており、入力に手間は掛かるものの、データを基に栽培管理を行い、品質の向上
に役立てています。
園芸は人の手が必要な作業が多く、経験を積んだ

従業員の方には長く働いてもらいたいと思っており、
そのためにも従業員とのコミュニケーションが大切
だと考えています。
この地域においても、高齢化が進ん

でおり、当社としては、今後可能な限
り地域の農地を受け入れるとともに、
分散しているほ場や施設を集約して効
率化を図り、自分に出来ることはどん
どんチャレンジしていきたいと思いま
す。

http://www.zenshoku-kyo.or.jp/consultation/詳しくは

一般社団法人 全国植物検疫協会は、輸出に取り組もうとする産地や流通・販売
事業者からの植物検疫や残留農薬等に関する無料相談窓口を設置しています。

step１でご相談、step２で現地サポート体制を構築、step３で専門家
の現地派遣を中心として、栽培体系、農産物の生育状況、病害虫
の発生状況等の実態に応じたきめ細やかなサポートを実施します。
ご相談や専門家派遣等に係る経費等は一切発生しませんので、

お気軽にご相談下さい。

農産物の輸出をお考えの皆様をサポートします！

一般社団法人 神戸植物検疫協会内 070-1186-2975

どうぞ
ご相談を！



神戸市北区山田町で酪農と乳製品の加工販売を行っている有限会
社 箕谷酪農場 弓削牧場、弓削 太郎さんにお話を伺いました。

祖父が１９４０年に始めた酪農場を継ぐため、北海道の酪農大学
へ進学し、２２歳で就農しました。
現在は、敷地面積９ｈａの牧場で、家族と従業員・パートを合わ

せて５６名で、ホルスタイン種の乳牛を４６頭（成牛２４頭、育成
牛２２頭）飼育し、乳製品の加工やレストラン施設等を運営してい
ます。

乳牛にストレスを与えないスウェーデン製の搾乳ロボッ
トを２００６年に導入しました。
また、自由に牛が動けるフリーストール飼育に切替え、

乳牛が自ら２４時間好きな時間に搾乳出来るようにしまし
た。乳牛からは毎日約５００ℓの生乳を搾り、そのうち約
半量を牧場内のチーズ工房で加工しています。父が苦労し
て製造に成功したカマンベールチーズや、生チーズ等を生
産しています。
自分もチーズ加工を学ぶため、フランスやイタリアで研

修を受け、本場の技術を勉強することで新しいチーズ開発
に取り組み、今は週４日は工房でチーズ作りをしています。
また、牧場の周辺もどんどん宅地化され、臭い対策等も必要と

なっていますが、この牧場の存在が都市の中でも必要とされるた
めにも、バイオガスプラントなどを設置し、自然環境を守る農業、
循環型農業を推進しています。
このように、地域と共存を図り、父が３０年かけて整備した牧

場の施設の機器の更新・再配置を、これからの３０年のために進
めて行きたいと考えています。

兵庫県内で活躍している農業者や農業生産法人、企業等の活動を取り上げ、
紹介させていただきます。

お米を輸出する場合は手続きが必要です！！
お米を輸出する際に、販売等を目的とした場合は、個人であっても

事前に輸出数量の届出が必要になります。
届出を行わなかったり、虚偽の届出を行った場合には、法令の定めにより２０万円

以下の過料に処される場合がありますのでご注意下さい。
なお、お米を輸出しようとする本人やその家族の食用、または友人へのお土産用とし

て使用する場合は、個人的使用に供するためとなり、届出の必要はありません。
輸出数量の届出は、兵庫県拠点でも受付けています。
届出についてご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせ下さい。
近畿農政局兵庫県拠点 経営所得安定対策担当 078-331-9951

詳しくは

都市型農業として地域に必要とされる
酪農を目指して

http://www.maff.go.jp/j/seisaku_tokatu/boeki/kome_yushtu.html

弓削牧場で作られた牛乳、各種チーズ、
ジャム、シフォンケーキ、石けんなど



地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

ディスカバー農山漁村（むら）の （第５回選定）募集中！！

梅雨に入って、庭の草木や垣根の生長が勢いづき、雨（自然）のもつ
パワーに驚かされます。
そんなパワーを受け、水稲も生長して、秋晴れのもと収穫されたおいしい新米が
食べられるのが楽しみです。（Ｕ）

〒650-0024 神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎
TEL:078-331-5924 FAX：078-331-5177 email:hyogo28_hsatt@kinki.maff.go.jp

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事
官ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

内閣官房と農林水産省では、「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として、「強い農林水
産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出
すことにより地域の活性化や所得向上に取り組んでいる優良な事例を募集します。
応募期限は、平成３０年８月１３日（月）までです。
優良事例に選定されると、選定証の授与を行い、農林水産省ホームページ等で活動を紹介す

るほか、様々なイベントへの
出展支援を通じて、全国的な
情報発信を行います。

詳しくは https://www.discovermuranotakara.go.jp/sentei/oubohouhou/

ＧＡＰは、農業における、食品安全、環境保全、労働安全等の取組です。
国内におけるさまざまなＧＡＰの構成、特徴などは以下の図のとおりです。

各農場の目的に応じてＧＡＰを実施し、ＧＡＰ認証をとることを考えましょう。

国内のさまざまなＧＡＰ

＜グランプリ１地区と特別賞５地区を選定します＞

ＧＡＰ認証をと
ることは客観的な
証明となり、「見
えない価値」の見
える化による取引
の際の信頼確保に
つながります。


